
短期特別課題 条幅の基礎を学ぶ

半
切
四
分
の
一
に
書
く
Ⅱ
（
16
）�

締
切
り
　
四
月
二
十
三
日
（
必
着
）

◎�

本
誌
に
条
幅
（
半
切
）
の
課
題
が
正
式
に
設
置
さ
れ

た
の
は
、
平
成
十
一
年
七
月
の
こ
と
で
、
そ
の
前
の

約
八
年
間
は
、
半
切
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
半
切
四

分
の
一
の
サ
イ
ズ
（
約
六
八
㎝
×
十
七
、五
㎝
）
で
条

幅
の
基
礎
を
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

◎�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、元
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授
・

神
谷
葵
水
先
生
の
当
時
の
お
手
本
を
も
と
に
、
改
め

て
条
幅
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
に
も

一
年
間
学
び
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
パ
ー
ト
Ⅱ
に
な

り
ま
す
。

◎�

条
幅
は
苦
手
と
い
う
方
、
大
き
い
作
品
に
気
後
れ
し

て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
条
幅
の
草
稿
作

り
の
つ
も
り
で
気
軽
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

〔
読
み
〕
日

ひ
た
か
く
し
て
は
な
え
い
ち
ょ
う
し

高
花
影
重
（
周

し
ゅ
う

朴ぼ
く

）

〔
大
意
〕
　�

日
は
高
々
と
上
が
っ
て
、百

ひ
ゃ
っ
か
り
ょ
う
ら
ん

花
繚
乱
と
咲
き
乱

れ
た
花
々
が
重
な
り
合
っ
て
影
を
作
る
。

〔
解
説
〕

・�

用
紙
に
五
文
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
行
の
中
心
、
字
間
、
天
地
の
あ
き
等
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
紙
を
折
る
、
下
敷
の
罫
を
利
用
す

る
等
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

・�

お
手
本
を
よ
く
み
る
と
、
各
字
に
大
小
の
違
い
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
潤
渇
も
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
の
方
が
動
き
や
リ
ズ
ム
が
出
て
表
現
が
豊
か

に
な
り
ま
す
。

・�

で
き
る
方
は
、
書
体
や
崩
し
方
を
変
換
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
作
品
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。
そ
の
際
、
字
典

で
し
っ
か
り
調
べ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

・�

落ら
っ

款か
ん

（
署
名
・
印
）
も
作
品
の
一
部
で
す
。
丁
寧
に

収
め
ま
し
ょ
う
。
印
の
な
い
方
は
□
を
赤
ペ
ン
又
は
朱

墨
で
書
い
て
下
さ
い
。

〔
作
品
の
出
し
方
〕

▼�

毛
筆
部
＝
条
幅
半
切
四
分
の
一
（
約
六
八
㎝
×

十
七
、五
㎝
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

▼�

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
版（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）以
下
の

紙
に
課
題
手
本
の
よ
う
な
枠
線
を
引
い
て
下
さ
い
。

用
具
は
自
由
で
す
が
、
細
い
線
は
相
応
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。（
フ
エ
ル
ト
ペ
ン
・
筆
ペ
ン
可
）

▼�

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

▼�

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・
毛

筆
漢
字
の
成
績（
硬
筆
の
場
合
は
硬
筆
規
定
の
成
績
）

を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼�

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に
掲

載
し
ま
す
が
、成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま
せ
ん
。

神
　
谷
　
葵
　
水
　
先
　
生
　
書



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　4 月23 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

奥
おく

　村
むら

　暢
のぶ

　之
ゆき

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  1  −

★
辛
さ
は
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
幸こ

う

田だ

文あ
や

（
一
九
〇
四
～
一
九
九
〇
）

　
　
小
説
家
・
幸
田
露ろ

伴は
ん

の
次
女

　
作
家
は
そ
の
昔
、
一
人
の
少
年
の
就
職
を

斡
旋
し
ま
し
た
。
彼
は
、
就
職
先
で
苦
労
を

重
ね
ま
し
た
が
、
作
家
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず

に
年
に
幾
度
も
作
家
を
訪
ね
ま
す
。

　
ど
ん
な
辛
さ
も
後
に
な
っ
て
み
る
と
「
あ

ん
な
こ
と
に
辛
が
っ
て
い
た
の
か
」
と
あ
き

れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

◆
５
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　
教
育
の
進
歩
が

　
な
け
れ
ば
社
会
も

　
進
歩
し
な
い

★
良
い
本
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　
ソ
ク
ラ
テ
ス
（
前
四
六
九
～
三
九
九
）

　
　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者

　
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
名
言
の
中
で
よ
く
似
た
言

葉
が
あ
り
ま
す
。「
本
を
読
む
こ
と
で
自
分

を
成
長
さ
せ
な
さ
い
。
本
は
著
者
が
と
て
も

苦
労
し
て
身
に
付
け
た
こ
と
を
、
た
や
す
く

手
に
い
れ
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。
良
い
本
と
は
、
読
者
自
身
を
成
長

さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　◆
５
月
課
題
予
告
（
行
草
ま
た
は
草
書
）

　
思
い
付
き
と
は

　
精
を
出
し
仕
事
を

　
す
る
時
に
限
り
現
れ
る

　
▼
教
範
・
書
範
＝
行
書

　
▼
師
範
＝
楷
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
、
師
範
は
「
行
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

◎�

楷
書
の
上
手
な
方
は
、大
抵
左
右
の
払
い
が
き
れ
い
で
す
。
特
に
右
払
い
が
軽
く
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

組
み
合
わ
せ

こ
の
一
本
長
く

中心



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　

新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  2  −

〔
句
解
〕
晩
春
の
も
の
う
い
光
の
中
で
、

杏
あ
ん
ず

の
花
が
咲
き
満
ち
て
お
り
、
花
の
中
で

蜜
を
吸
っ
て
い
る
虫
の
羽
音
が
び
び
と
聞
こ

え
て
、
お
し
べ
の
花
粉
が
め
し
べ
に
接
授
さ

れ
て
い
る
こ
の
瞬
間
は
、
あ
の
受
胎
告
知
の

時
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〔
鑑
賞
〕
光
の
中
で
花
を
な
が
め
、
そ
の
花

の
中
の
虫
の
羽
音
を
聞
い
た
時
、
西
洋
の
名

画
の
世
界
に
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
花
の

中
の
虫
の
動
き
に
清
ら
か
な
受
胎
を
連
想
し

た
の
で
あ
る
。
一
時
は
画
家
を
志
し
た
茅
舎

だ
か
ら
、
受
胎
告
知
の
名
画
は
多
く
知
っ
て

い
た
に
違
い
な
い
。

〔
解
説
〕
「

」（
須
）
の
右
側
は
点
を
三

つ
続
け
て
書
く
よ
う
な
つ
も
り
で
書
く
。

◆
５
月
課
題
予
告

　
外と

に
も
出
よ
触
る
ヽ
ば
か
り
に
春
の
月

�

（
中な

か

村む
ら

汀て
い

女じ
ょ

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

花
杏

あ
无
寸

受
胎
告こ

久

知ち

の農

翅者

音於
と

び
び

花
杏

阿
无
須

受
胎
告こ

具

知遅

の乃

翅
音お

と

び悲

びゝ

花は
な

杏
あ
ん
ず

受
胎
告
知
の
翅は

音お
と

び
び

　（
川か

わ

端ば
た

茅ぼ
う

舎し
ゃ

）

〔
古
筆
参
考
〕

阿あ具く農の者は悲ひ

4 月23 日（必着）



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り
　
四
月
二
十
三
日
（
必
着
）�

簗や
な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔古筆参考〕

香
こう

紙
し

切
ぎれ

−  3  −

〔
歌
意
〕
春
は
過
ぎ
て
夏
が
来
た
ら
し
い
。

夏
と
も
な
れ
ば
衣
を
乾
か
す
と
い
う
天
の
香

具
山
に
、
ほ
ら
、
真
っ
白
な
衣
を
乾
か
し
て

い
る
よ
。

〔
出
典
〕
新
古
今
和
歌
集

　
　
　
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

・�

㋑
と
㋺
、
㋩
と
㋥
、
㋭
と
㋬
、
そ
れ
ぞ
れ

呼
応
。

・�

○
余
白
大
切
。

・�

行
の
中
の
粗
密
の
動
き
大
切
。（
行
の
ふ

く
ら
み
）

・

↓
指
向
性
大
切
。

◆
５
月
課
題
予
告

　
さ
つ
き
山
卯う

の
花
月つ

く

夜よ

ほ
と
と
ぎ
す

　
聞
け
ど
も
あ
か
ず
ま
た
鳴
か
む
か
も

�
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
㋸
㋾

春
過
ぎ
て
夏
来
に二

け希

ら
し
白
妙
の農

衣
ほ本

す
て
ふ婦

天
の
香
具
山

夏
の
ひ
に尓

も母

ゆ遊

る
わ
が可

み三

の
か可

な奈

し
さ佐

に二

水
こ
ひ日

ど
り利

の
ね年

を乎

の
み見

ぞ曽

な
く

　
　
　
　
ん

（
む
）

ら
か可

み見

の
御
時
の
う
た多

あ
は八

㋬ ㋭
㋥ ㋩

㋺ ㋑



は が き 課 題 奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　4 月 23 日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　�

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　�

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　 （
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  4  −

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

春
眠
暁
を
覚
え
ず
…
の
言
葉
ど
お
り

早
朝
の
ま
ど
ろ
み
が
心
地
よ
い
こ
の
頃

で
す
が
、
先
生
は
お
元
気
で
す
か
。
私
は

夢
の
古
書
店
が
よ
う
や
く
持
て
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
店
名
が
決
ま
り
次
第
、

扁
額
の
揮
毫
を
是
非
お
願
い
し
ま
す
。



一般部毛筆漢字課題 締切り　4 月23 日（必着）

〔読み〕江
こう

山
ざん

潤
じゅん

色
しょく

を増す

〔大意〕陽春となり山や川が美しさを増してくる。

奥お
く  

村む
ら  

暢の
ぶ  

之ゆ
き  

臨

須す  

田だ  

一い
ち  

葉よ
う  

書

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
行
書
）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕孔子廟堂碑（６２６〜６３３）　〔筆者〕虞世南（５５８〜６３８）

〔読み〕宮を（卑
いや

しくし）食を菲
うす

くし、傜
よう

を軽くし（賦を）薄くし、

−
  5

  
−

宮
　
　
　
　
菲
　
　
　
　 

食
　
　
　  

輕
　
　
　
　
傜
　
　
　  

薄



一般部毛筆かな課題 締切り　4 月23 日（必着）

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書
　
　

新
入
か
ら
１
級
ま
で

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

■
両
課
題
と
も
文
字
の
変
換
、
ち
ら
し
方
は
自
由
で
す
。

−
  6

  
−

〔出典〕池
いけ

西
にし

言
ごん

水
すい

〔句意〕‌�静かな水面に鯉
こい

がはねる音がした。すぐもとの静けさに戻った

かと思うと郭
ほととぎす

公が鳴きすぎた、の意。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉こ

ひ

は
ね
て
水み

つ

静
し
徒
か

也な
り

郭
ほ
と
ゝ
き
す公

〔出典〕落
おち

合
あい

直
なお

文
ぶみ

〔歌意〕‌�玉
たま

簾
すだれ

のゆらぐともない春風の吹いてゆく行方を見せて、風に乗っ

て舞う可憐な蝶よ。

　
　
玉
す
だ
れ
ゆ
ら
ぐ
と
も
な
き
春
風
の

　
　
　
　
　
ゆ遊

く
へ
を越

見み

せ世

て弖

舞ま

ふ
胡こ

て

不蝶
か可

な奈



一般部毛筆細字課題

伊
い

　藤
とう

　梅
ばい

　香
こう

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り
　
四
月
二
十
三
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　
田た

　
蒼そ

う

　
仙せ

ん

　
書

半紙（３３４mm×２４０mm）

−  7  −

〔�

条
幅
解
説
〕

　
漸
増
漸
減
を
意
識
し
て
そ
し
て
気
合
が
入
る
と
、
つ
い
筆

を
固
く
握
り
が
ち
に
な
る
の
で
、
緊
張
と
握
り
手
を
ほ
ぐ

し
、
気
分
を
楽
に
つ
と
め
書
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
桜

44

4

花
爛
漫
の
好
期
を
迎
え
先
生
に
は
4

　
　
益
々
ご4

健
勝
の
こ
と
ゝ
拝
察
お
慶
び

　
　
申
し
上
げ
ま
す

　
過4

日
は
先
生
刻
の

　
　

44

雅
印
を
頂4

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）�

 

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■ ‌�

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
黄
色
の
蝶
が
晴

天
の
下
、
野
菜
の
間
を
飛

び
回
り
、
浦
の
向
こ
う
で

は
み
ど
り
色
の
小
鳥
が
桃

の
花
を
つ
つ
い
て
い
る
。

初
出
品
の
方
へ

　�

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

黄こ
う
ち
ょ
う
せ
い
を
え
て
さ
い
よ
う
に
と
び

蝶

得

晴

飛

菜

葉

翠す
い
き
ん
う
ら
を
へ
だ
て
て
と
う
か
を
つ
い
ば
む

禽

隔

浦

啄

桃

花

　

　

　

　

　

陳ち
ん

深し
ん



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　4 月23 日（必着）

よ
　
　
う
　
　
年

新
　
小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  8  −−  9  −

か
わ

１

１

１

１

１

１

１

１

３

２

２

２

２

２



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　4 月23 日（必着）

新
　
小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

新
　
小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  8  −−  9  −

タ
イ

む
ら

ド
ウ

た
に

ウ
ン

は
し

リ
ョ
ク



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　4 月23 日（必着）

新
　
小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
岡お

か

　
嶋じ

ま

　
桂け

い

　
川せ

ん

　
書

新
　
小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
）

−  10  −−  11  −

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

新
四
年
生
は
、
左
記
に
よ
り
、
全
員
こ
の
手
本
ど
お
り
８
マ
ス
用
紙
で
出

書
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
記

＊�

用
具
は
自
由
で
す
が
デ
ス
ク
ペ
ン
、
つ
け
ペ
ン
で
書
く
人
は
、
硬か

た

く
な

ら
ず
、
の
び
や
か
に
書
く
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
第
一
目
的
で
す
。

＊
六
月
締
切
り
分
ま
で
は
、
こ
の
方
法
を
続
け
ま
す
。

＊
ペ
ン
書
き
の
人
は
早
く
慣
れ
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

＊�

七
月
締
切
り
分
か
ら
は
、
準
初
段
以
上
は
従
来
ど
お
り
15
マ
ス
用
紙
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ウ

つ
と

ゼ
ン

ツ
ウ

ア
ン

ゴ

ゼ
ン

ジ
ュ

ギ
ョ
ウ

キ
ュ
ウ

シ
ョ
ク

ジ
ュ
ン（
ビ
）

お（
わ
る
）



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　4 月23 日（必着）

新
　
中
　
一
　
年
　
　
　（
行
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

新
　
小
　
六
　
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

新
　
中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
行
書
）

−  10  −−  11  −

み
せ

「
占
」は
中
心
よ
り
右

セ
イ

カ
ク

イ

チ

ジ
ョ
ウ

ホ
ウ

さ
が（
す
）



しめきり　4月23 日（必着）

−  12  −

▼�

今
月
は
、
席
書
大
会
開
催
に
合
わ
せ
て
特
別
に
席
書
課
題
を
ひ
ろ
ば
の
課
題
と
し
ま

す
。
本
番
に
向
け
て
サ
イ
ン
ペ
ン
で
練
習
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

幼
　
年

 

新
小
三
年

 

新
小
六
年

 

新
中
一
年
　（
楷
書
）

 

新
小
四
年

 

新
小
一
年

 

新
小
五
年

 

新
小
二
年

 

新
中
二
・
三
年
　（
行
書
）

▼�

４
行
用
紙
の
な
い
場
合
は
、
い
つ
も
通
り
５
行
用
紙
に
書
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

体
裁
よ
く
収
め
て
く
だ
さ
い
。
用
具
も
自
由
で
す
。



教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　4月 23 日（必着）

−  13  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
新
小
二
年
　
　
酒さ

か

　
井い

　
智と

も

　
仔こ

　
書

と
め

と
め

は
ら
う

は
ら
う



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　4月 23 日（必着）

−  14  −

新
小
三
〜
新
小
五
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
碧へ

き

　
友ゆ

う

　
書

−  15  −

 
 

か
ん
む
り
小
さ
く



−  14  −

教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　4月 23 日（必着）

−  15  −

　
　
　
　
　
　
　
　
新
小
六
〜
新
中
二
・
三
年
　
　
玉た

ま

　
樹き

　
小

し
ょ
う

　
華か

　
書

※
行
書
は
リ
ズ
ム
よ
く
筆
を
運
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。




